A Contrastive Study of Function Verbs in German and Japanese: Machen and Suru by 坂田, 律子 et al.
思言 東京外国語大学記述言語学論集 第 2 号 (2006) 
- 145 - 








いう。機能動詞の 1 つとされる machen は、「作る」という本来の意味が薄れて用いられる。 
（1）Heute   hab-e     ich   ein-en    schön-en     Spaziergang    gemacht. 1   
       today   have-1Sg.Pr.  1Sg.Nom.  a-M.Acc.  beautiful-M.Sg.Acc.  walking-M.Sg.Acc.  make-PP. 












＋機能動詞＞という形に関して、次の 13 項を挙げている。 
 
①名詞が動詞的抽象名詞である 




                                                        
1 筆者の作例、ネイティブチェック済。グロス・訳も筆者による。略号は以下の通り。1: 1 人称 2: 2 人称 3: 3 人




















（Helbig and Buscha（2001: 87-92）より筆者が訳して抜粋・要約） 
 
 以上の 13 項目のうち、当てはまるものが多いほど機能動詞的だと言うことができる。②
については Schmidt（1969）、③と⑦については Köhler（1974）においても言及されている。 
 日本語の機能動詞については、村木（1991）において体系的にまとめられている。その











 Helbig and Buscha（2001）の機能動詞リストには machen が機能動詞として使われる例と
して、eine Andeutung machen (=andeuten,「暗示する」)、Angaben machen (=angeben,「申告










                                                        
4 ドイツ語学において「それ自体が独立した文として機能しうる主文に対して意味的・形式的に上位文である主文に従属する文」
（川島 1994: 642）をさす。いわゆる従属節のこと。 
機能動詞構造におけるドイツ語の machen と日本語の「する」の対照研究 
 




































 コーパスより machen が用いられている例を収集し、そこから＜対格名詞＋machen＞と
いう形のみ抽出する。その上で、（1）対格名詞の性質、（2）動詞 1 語との対応、（3）名詞
に対する付加語の有無を分析し、最終的に名詞に付加語のない機能動詞構造を抜き出す。
使用したコーパスは、ドイツ語研究所 IdS（Institut für deutsche Sprache）が構築しているコ
ーパスである5。今回は、machen を含む用例を、新聞記事コーパスである Berliner Morgenpost  
1997-1999 より 200 例、Kleine Zeitung 1996-2000 より 100 例、合計 300 例、COSMASⅡを
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用いて無作為抽出し、調査対象とした。その際、分離動詞6も抽出されてしまったので、抽
出された分離動詞 14 例を差し引いた 286 例が、machen の総用例数である。 
 
4.1.2. 結果と分析 
 286 例のうち、＜対格名詞＋machen＞という形は 134 例あった。また、＜動詞＋machen







表 2: ＜対格名詞＋machen＞という形における名詞の動作性に基づく分類 
代名詞 das「それ（指示代名詞）」, es「それ（人称代名詞中性）」
具体物 Augen「目」, Hälse「首 」 , G e s i c h t e r 「 顔 」 , “ H o u s e ” 「 家 」 , K o h l e 「 ( 俗 ) 金 」 , F i l m e 「 映 画 」 , < B r o t , S t r i e z e l , Vollwertgebäck>「ス ラ イ ス
パ ン 、 菓 子 パ ン 、 ク ッ キ ー 」 ,  S t a t i o n 「 駅 」 ,  S u p p e 「 ス ー プ 」 ,  S t ück「作品」
抽象概念 alles「すべて」, etwas「何か」, Miene「顔つき」, Tore「ゴール」, Urlaub「休暇」, Plätze「地 位 」 , D o p p e l 「 2 倍 」 , Hälfte「1 / 2 」 , K a r r i e r e
「 キ ャ リ ア 」 , D r i t t e l 「 1 / 3 」 , S p a t e n t i s c h 「 鍬 入 れ 」 , F e h l e r 「 誤 り 」 , T e m p o 「 テ ン ポ 」 , < R e a l s c h u l a b s c h l u s s o d e r A b i t u r > 「 実 業 学 校
卒 業 試 験 も し く は ギ ム ナ ジ ウ ム 卒 業 試 験 」 , P r o b l e m e 「 問 題 」 , P o l i t i k u m 「 政 治 問 題 」 , F u r o r e 「 熱 狂 」 , K a s s e 「 会 計 」 , M a t u r a 「 高
校 卒 業 試 験 」 ,  G a r a u s 「 （ と ど め ） 」 ,  R u n d e 「 一 巡 」 ,  B i l d 「 イ メ ー ジ 」 ,  M u t 「 勇 気 」 ,  B e u t e 「 略 奪 」
-ieren Punkte「点」, Analyse「分析」, Konkurrenz「競争」, Musik「音楽」
-ern Lust「欲求」, Schlenker「カーブ」
-eln Witze「ジョーク」
-en Mühe「苦 労 」 , Ärger「怒 り 」 , H e h l 「 隠 し 事 」 , K r a c h 「 騒 ぎ 」 , K a m p f 「 戦 い 」 , V o r s c h l a g 「 提 案 」 , B e s u c h 「 訪 問 」 , S i n n 「 意 味 」 , Spaß
「楽しみ」, Druck「圧力」, Vorstoß「突撃」, Anfang「始まり」, Schulden「罪」, Unterschied「違い」, Sorge「心配」
その他 Umsatz「売り上げ」, Schritte「歩み」, Angaben「申し立て」, Fund「発見」, Freude「喜び」, Vorschriften「指示」, Einkäufe「買い物」
そのまま Aufheben「大騒ぎ」, Vergnügen「楽しみ」, Rennen「走ること」
ge- Geschäft「商売」, Abgesang「歌の結びの部分」, Angebot「提供」, Zugeständnisse「譲歩」, Gebrauch「使用」
-ung Erfahrung「経験」, Hoffnung「期待」, Werbung「広告」, Ausstellung「展示」
 
分析（2）「機能動詞構造全体の意味に対応する 1 語の動詞の有無」 
 機能動詞構造全体の意味に対応する 1 語は、分析（1）で得られた動詞的抽象名詞を動詞
にしたものであるため、結果は分析（1）とほぼ同じとなる。唯一加えられるのが、ermutigen
「勇気付ける」という動詞になりうる Mut「勇気」という名詞であり、これを加え、対応





分析（1）（2）の結果得られた 43 の語彙の総用例数は、53 例であった。それらを付加語 
                                                        
6 「前置詞や副詞と動詞が緊密に結びついて一体となった動詞」（川島 1994: 1048）。この「前置詞や副詞」は「前綴り」と呼ばれ
る。machenを含む分離動詞には ausmachen「値に達する」、mitmachen「参加する」などがある。 
機能動詞構造におけるドイツ語の machen と日本語の「する」の対照研究 
 
 - 149 - 
の有無で分類すると、以下の結果が出た。 
表 3: 対応する 1 語の動詞をもつ＜対格名詞＋machen＞における名詞の付加語の有無 
付加語あり 28 (53%)
複合語 7 (13%)
なし 18 (34%)  
 以上より、名詞が動詞的抽象名詞であり、構造自体が動詞 1 語に対応し、かつ付加語の
ない例として、次の 18 例が見つかった。その名詞を示す。 







ることができるだろう。これは、数字にすると、1語の対応動詞のあった 53 例中の約 28.3％、
123 の全用例中の約 12.2％である。また、収集した用例を Helbig and Buscha（2001）の基
準に照らし合わせてみたところ、基準に反する例が多く見つかった。 
表 4: 機能動詞構造の基準に反する用例の数 
代名詞で置き換えられている例 名詞が問いの対象になっている例 関係詞が導く名詞の付加語節となっている例 受動態の例
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4.2.2. 結果と分析 





 まず名詞を、大塚（2002）の動作性名詞の基準を参考に分類し、さらにそれを表 1 にま
とめた 5 つの意味に分類した。 























分析（3）「動詞 1 語との対応の有無」 
 表 5 より「名詞の行為を行う」という意味に分類した名詞を取り出し、動詞 1 語と対応
するかどうかによって 3 つに分類する。なお、対応の有無は筆者の判断による。 




















 表 6 より、「～する」と対応するもの、および「～する」以外の動詞 1 語と対応するもの
                                                        
8 「前要素」というのは複合語の前要素が動詞の連用形の場合、「後要素」とは複合語の後要素が動詞の連用形の場合である。 
機能動詞構造におけるドイツ語の machen と日本語の「する」の対照研究 
 









計 35 (42%) 49 (58%)  
 
4.2.3. まとめ 
 「する」が固定化された意味以外の「行為」を表し、かつ動詞 1 語と対応する例の中で、






 machen と「する」それぞれの分析結果を対照させて表にまとめると次のようになる。 
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            共通部分 
 machen 【作る】       【する】 
                 「名詞の表す行為を行う」        
                 「表情をつくる」※                
         「する」  行為    状態 
                「役を果たす」「身につける」      「様子である」※           
※付加語が必須 











machen：COSMASⅡ http://www.ids-mannheim.de/cosmas2/（2005/11/28 アクセス） 
「する」：「CD-ROM 版 新潮文庫の 100 冊」より 椎名誠（1987）『新橋烏森口青春篇』 
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